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令和４年度決算審査特別委員会議事録（第４号） 

令和５年９月２７日（水曜日）     

 

◎出席委員（１１名） 

   １番 早瀬川   恵 君   ３番 榊 原 深 雪 君 

   ４番 矢 野 利惠子 君   ５番 田 利 正 文 君 

   ６番 髙 橋 健 一 君   ７番 木 村 明 雄 君 

   ８番 細 川   勉 君   ９番 川 上 修 一 君 

  １０番 進 藤 晴 子 君  １１番 多治見 亮 一 君 

  １２番 二 川   靖 君 

 

◎欠席委員（０名） 

 

◎法第１２１条の規定による説明のための出席者 

足   寄  町   長   渡 辺 俊 一 君 

足寄町教育委員会教育長   東海林 弘 哉 君 

足寄町農業委員会会長              吉 村   進 君 

足 寄 町 代 表 監 査 委 員              川 村 浩 昭 君 

足 寄 町 監 査 委 員              井 脇 昌 美 君 

 

◎足寄町長の委任を受けて説明のため出席した者 

副    町    長   丸 山 晃 徳 君 

総  務  課  長   保 多 紀 江 君 

福  祉  課  長   森 岡 彰 寿 君 

住  民  課  長   金 澤 眞 澄 君 

経  済  課  長   佐々木 康 仁 君 

国民健康保険病院事務長   川 島 英 明 君 

会  計  管  理  者   加 藤 勝 廣 君 

消  防  課  長   大竹口 孝 幸 君 

建  設  課  参  事   岩 渕 堅 志 君 

建  設  課  参  事   細 矢 道 人 君 

建 設 課 車 両 室 次 長              田 中 剛 己 君 

 

◎教育委員会教育長の委任を受けて説明のため出席した者 

教  育  次  長   丸 山 一 人 君 

 

◎農業委員会会長の委任を受けて説明のため出席した者 

農 業 委 員 会 事 務 局 長              山 田 弘 幸 君 

 

◎職務のため出席した議会事務局職員 

事  務  局  長   横 田 晋 一 君 

事  務  局  次  長   野 田   誠 君 
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総 務 担 当 主 査   飯 野 真 有 君 

 

◎議事日程 

 日程第 １  議案第６８号 令和４年度足寄町上水道事業会計剰余金の処分及び決算認

定について＜Ｐ３～Ｐ２６＞ 

 日程第 ２  議案第６９号 令和４年度足寄町国民健康保険病院事業会計決算認定につ

いて＜Ｐ３～Ｐ２６＞ 

 日程第 ３  議案第７０号 令和４年度足寄町一般会計歳入歳出決算認定について＜Ｐ

３～Ｐ２６＞ 

 日程第 ４  議案第７１号 令和４年度足寄町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

認定について＜Ｐ３～Ｐ２６＞ 

 日程第 ５  議案第７２号 令和４年度足寄町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定につ

いて＜Ｐ３～Ｐ２６＞ 

 日程第 ６  議案第７３号 令和４年度足寄町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認

定について＜Ｐ３～Ｐ２６＞ 

 日程第 ７  議案第７４号 令和４年度足寄町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いて＜Ｐ３～Ｐ２６＞ 

 日程第 ８  議案第７５号 令和４年度足寄町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算

認定について＜Ｐ３～Ｐ２６＞ 

 日程第 ９  議案第７６号 令和４年度足寄町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認

定について＜Ｐ３～Ｐ２６＞ 

 日程第１０  議案第７７号 令和４年度足寄町資源ごみ処理等事業特別会計歳入歳出決

算認定について＜Ｐ３～Ｐ２６＞ 
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午前１０時００分 開議 

 

◎ 開議宣告 

○委員長（多治見亮一君） おはようござ

います。 

 全員の出席です。 

 昨日に続き、令和４年度決算審査特別委

員会を開きます。 

 この後の日程を説明いたします。 

 これより、理事者等に対して総括質疑を

行い、総括質疑が終了後、各部会を開催

し、意見の取りまとめをしていただきま

す。 

 その後、部会長会議で調整していただい

た後、部会長から審査の報告を受け、部会

長に対する質疑を受けます。 

 なお、本日のこの日程等については、先

ほど開かれました、正副委員長並びに各正

副部会長会議で確認をされているところで

ありますので御了承願います。 

 

◎ 議案第６８号から議案第７７号まで 

○委員長（多治見亮一君） それでは、こ

れより理事者等に対して、議案第６８号令

和４年度足寄町上水道事業会計剰余金の処

分及び決算認定について、並びに議案第６

９号令和４年度足寄町国民健康保険病院事

業会計決算認定について、並びに議案第７

０号令和４年度足寄町一般会計歳入歳出決

算認定についての件から議案第７７号令和

４年度足寄町資源ごみ処理等事業特別会計

歳入歳出決算認定についてまでの１０件に

ついて、一括して質疑を行います。 

 なお、質疑については、一問一答方式で

行います。また、質疑の際は決算書のペー

ジ数と目を言ってから質疑を行ってくださ

い。 

 質疑はありませんか。 

 ９番川上委員。 

○９番（川上修一君） すみません、成果

報告書で質問をさせていただきたいと思い

ます。成果報告書の１８ページ、よろしい

でしょうか。 

 総務費の１４目企画振興費のうちの下の

部分で、移住促進事業とあります。それ

で、右側の実績または成果で、移住体験モ

ニター参加者が２０組２５人、移住相談件

数４６件とありますけれども、実際に令和

４年度に移住された方は何人ほどいらっ

しゃいますか、お尋ねします。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課

長。 

○総務課長（保多紀江君） ただいまの御

質問にお答えいたします。 

 令和４年度に足寄町に移住された方は５

人ということになっております。 

○委員長（多治見亮一君） 川上委員。 

○９番（川上修一君） ５人ということな

のですけれども、例えばお仕事とかそう

いったことが分かればお尋ねをいたしま

す。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課

長。 

○総務課長（保多紀江君） 詳細はちょっ

と人数はあれなのですけれども、地域おこ

し協力隊で足寄町にお越しになった方もい

らっしゃいますし、町内の事業所にお勤め

の方もいるというふうに伺っております。 

○委員長（多治見亮一君） 川上委員。 

○９番（川上修一君） なるほど。地域お

こし協力隊で結構残ってくれた方がいると

いうことですね。５人のうち何名ぐらいで

すか。地域おこし協力隊で、５人のうち何

名が地域おこし協力隊で残った方なのかな

と。地域おこし協力隊をやっていて残った

ということですか。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課

長。 

○総務課長（保多紀江君） すみません、

お待たせいたしました。 

 地域おこしでいらっしゃるのが１人で

す。今現在１人いらっしゃいます。 

○委員長（多治見亮一君） 川上委員。 

○９番（川上修一君） 分かりました。 
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 それでは、同じく実績と成果の下の段に

行くと、とかち東北部移住サポートセン

ター負担金４９万円とあります。自分の記

憶では、たしか本別、陸別、３町で一緒に

移住サポートの情報提供ですとか、家のこ

とだったかな、そういったことをされてい

るという認識があるのですけれども、結構

このサポートセンター設立してから年数

たっていると思うのですけれども、例え

ば、令和４年度には、ここのサポートセン

ターを通じてこのようなことが足寄町に

とって有益というかメリットといいます

か、そういうことがあったということがあ

ればお聞かせを願いたい思います。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課

長。 

○総務課長（保多紀江君） 令和４年度に

限っていいましたら、例えば住宅の相談を

受けていただいているとか、そういうこと

もございます。ただ今まではこちらのサ

ポートセンターのほうにはホームページが

ございまして、仕事とお仕事の状況を掲載

しておりまして、例えば足寄町でしたら、

介護人材がこういう人を募集してますよみ

たいな情報を載せていただいて、そういう

のを見て照会があったということも過去に

はございましたので、実際はお住まいだけ

ではなくて、いろいろな相談が寄せられる

ことがあるのかなというふうに思っており

ます。 

○委員長（多治見亮一君） 川上委員。 

○９番（川上修一君） そういう効果があ

るということは結構なのですけれども、こ

れは私の感覚ですけれども、志は結構だ

と、３町で合同して連携しながら移住者に

情報を提供するというのは結構なのですけ

れども、移住促進ということについては各

町村がしのぎを削るといいますか、特徴を

出し合って、少ないパイの、表現はどうか

悪いかもしれないけれども、奪い合いみた

いなところがあると。そんな中で、合同で

やるといってもちょっと難しいところがあ

るのかなと、私は個人的に思ったものです

から、今の質問をさせてもらいました。そ

れでも、そういう成果があるということで

したら、３町で足並みそろえてやっている

ことですから、これからもそういった情報

をもっといろいろと精査していただいて、

足寄町に移住相談が来るような窓口の一つ

になっていただければと思いますので、そ

の辺はお願いをしたいと思います。 

 以上で、この件の質問終わります。 

○委員長（多治見亮一君） ほかにありま

せんか。 

 １２番二川委員。 

○１２番（二川 靖君） 私も成果表のと

ころで質問をしたいなというふうに思って

ます。 

 成果表の１６ページ、ふるさと足寄応援

寄附推進事業であります。 

 これについては多分チーズ工場の絡みも

あって、昨年の１２月までチーズ工場が稼

働しながらきていたということで、それ以

降は、１月以降は農協が管理をしながら３

月までということになっていたのかなとい

うふうに思っております。 

 寄附実績はこの金額でよろしいのかなと

いうふうに思っているのですけれども、返

礼品で納税返礼とされるということで、こ

れは１２月までのチーズの状況というのは

聞いていたような気もするのですけれど

も、そこら辺どんなになっているのかお聞

かせ願いたいなというふうに思います。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課

長。 

○総務課長（保多紀江君） 今おっしゃっ

たチーズの関係だったのですけれども、

チーズ工房の関係ですけれども、昨年年末

にかけて製造とかを休止というか、してい

たということで、返礼品自体の受付も年の

途中から受けないというようなことになっ

ておりまして、昨年は１１月まで返礼品と

して送付していたという実績がございま

す。なおかつ、返礼品の数も最後の１１月
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は大分少なくなっていて、その後１２月以

降についてはほぼゼロ件かなというふうに

……、ゼロ件ですね。返礼品としては出荷

をしておりませんでした。 

 以上です。 

○委員長（多治見亮一君） 二川委員。 

○１２番（二川 靖君） １１月まで返礼

をしていたということで、受付は１０月

いっぱいだということで、ちょっと私の認

識が違ったのかなというふうに思ってまし

たけれども、例えば１２月まで製造して、

年をまたいでということはあったのかなと

いう認識があったのですよね。ちょっとご

めんなさいね。それで、１２月の中でそう

いったことで、返礼品が受け付けて、１２

月には何件かは返しているのかなというふ

うに思ってますけれども、それ以降は少な

くてゼロ件ということで、ちょっと私の認

識が違ったのかなというふうに思ってます

ので、いわゆる年度をまたいだ中ではそこ

に関わっているものがないという認識で今

お伺いしましたので、それで、１２月ま

で、決算ですから、そういったことで今回

の寄附実績がこれくらいになったというこ

とで、例えばその影響があったのかなかっ

たのか、ちょっとお聞かせ願いたいなと思

います。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課

長。 

○総務課長（保多紀江君） まず足寄町の

返礼品の主力がやはりチーズの乳製品とい

うこともございまして、まずそこで受付が

できなかったというのは非常に、半年間ぐ

らい出せなかったというのは非常に大きな

要因になるかなと思います。また、１２月

がふるさと納税の申込期限で、それで税金

のほうの減税ですかね、控除につながると

いうこともあるのですけれども、そのちょ

うど１２月、年末に対象商品として出せな

かったということで、ふるさと納税の今回

の減収には非常に大きな影響があったとい

うふうに思っております。 

○委員長（多治見亮一君） 二川委員。 

○１２番（二川 靖君） 今総務課長が

おっしゃったように、少なからず影響は

あったのかなということで捉えていますけ

れども、では例えば前年度に比べたら本当

にどれだけあったのかなというのはちょっ

と試算的には難しいのかなというふうに

思ってますけれども、いずれにしても来年

の話、来年度の話というか今年度の話しし

たら怒られるかもしれませんけれども、決

算報告なので、また１０月からルールが変

わるということで、非常に厳しくなってく

るのかなというふうに思ってますし、今

チーズ工場も一生懸命やっているのかなと

いうふうに思ってますし、しあわせ工房で

すか、のほうもふるさと返礼品の一部に

入ってきているということでお伺いしてい

ますので、そこら辺４年度はこういったマ

イナスというか、ちょっと下がった実績に

なっているということでありますので、今

年度ももう９月ですからどうなって来年の

決算になっていくか分かりませんけれど

も、町としてもどれだけまた努力ができる

のかということで、様々な方策を用いなが

ら進めていっていただきたいなというふう

に思っております。 

 私のほうから、この点については以上で

す。 

○委員長（多治見亮一君） ほかにありま

せんか。 

 ５番田利委員。 

○５番（田利正文君） 決算書の４９ペー

ジ、成果表の２２ページ、社会福祉総務費

について、成果表の２２から２５まで、一

つずつちょっとお聞きしたいと思います。 

 まず２２ページの灯油価格が高騰したこ

とから、生活困窮世帯（高齢者世帯・障が

い者世帯、ひとり親世帯のうち非課税世帯

かつ低所得の世帯）に対して、冬の生活支

援対策として１世帯当たり２万円の商品券

を支給したと、１８３世帯です。この非課

税世帯かつ低所得者の世帯というのは年収
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にしてどのぐらいになるのでしょうか。そ

れをちょっと知りたいと思ったのですけれ

ども。 

○委員長（多治見亮一君） 森岡福祉課

長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 一人世帯であれば１００万円で、１人増

えるごとに４０万円が加算されるという形

になります。 

○委員長（多治見亮一君） 田利委員。 

○５番（田利正文君） すみません、私全

然聞き取りにくいものですから、もう

ちょっとゆっくり話してもらっていいです

か。 

○委員長（多治見亮一君） 森岡福祉課

長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） 大変申し訳あ

りません。 

 一人世帯でありますと１００万円、それ

に１名加わるごとに４０万円加算されると

いう形になります。 

○委員長（多治見亮一君） 田利委員。 

○５番（田利正文君）  私が聞きたいの

は、支給の基準ですよね、今言われたの

は。ですよね。そうではなくて、ここで書

いてある１８３世帯の非課税世帯かつ低所

得世帯と言われているこの１８３世帯とい

うのは、年収にしてどのぐらいの方なのか

と、世帯なのかということが知りたかった

のですけれども。今言われたのは、１人に

１００万円ですか。その辺、ちょっとごめ

んなさい、よく分からなくて。 

○委員長（多治見亮一君） 森岡福祉課

長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） 説明の仕方が

悪くて大変申し訳ございません。 

 一人世帯であると１００万円以下の収入

ですね。もう１人増えますと、プラス４０

万円になって１４０万円までの収入という

形になります。 

○委員長（多治見亮一君） 田利委員。 

○５番（田利正文君） それは分かりまし

た、すみません。 

 次の、成果報告書の２３ページにまた同

じようなのがあるのですけれども、こちら

は令和４年度分の市町村民税均等割が非課

税である世帯、②として、令和４年１月以

降の家計が急変世帯の世帯数に対してとあ

るのですけれども、これ６４世帯なので

す。この世帯はどんなふうになってますで

しょうか。今言った年収という感じでいき

ますと。 

○委員長（多治見亮一君） 暫時休憩しま

す。 

午前１０時２０分 休憩 

午前１０時２１分 再開 

○委員長（多治見亮一君） 休憩を閉じ、

委員会を再開します。 

 田利委員。 

○５番（田利正文君） 成果報告書の２２

ページから２５ページにわたって聞きたい

ことがあるのですけれども、全部似たよう

な感じなのです。何聞きたいかというと、

２２ページでは支給された対象世帯が１８

３世帯、２３ページでは６４世帯、２３

ページの下段では８５１世帯、それから２

４ページでは９４１世帯あるのです。これ

らは全部どこかでダブるのではないかとい

う気がするのですけれどもね。ここで書い

てある２２ページ、２３ページ、２４ペー

ジで書いてあるところの、ここでいう非課

税世帯とか、あるいは市町村民税均等割非

課税世帯とかというのは、年収にしてはど

のぐらいになっているのか。それと、そこ

に上がっている数の世帯との混合がないの

かどうか。どうやってこれを分けているの

だろうかということが知りたかったのです

よ。それが分かるようなもの、資料がある

のであれば見せてもらえれば一番早いです

けれどもね。 

○委員長（多治見亮一君） 暫時休憩とし

ます。 

 １０時４５分まで休憩とします。 
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午前１０時２３分 休憩 

午前１０時４５分 再開 

○委員長（多治見亮一君） 休憩を閉じ、

委員会を再開します。 

 答弁、森岡福祉課長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） お時間をいた

だきまして大変申し訳ございませんでし

た。 

 先ほどの御質問のありました非課税世帯

の収入の関係でございますが、まず先ほど

の冬の生活支援対策事業につきましては、

収入お一人暮らしであれば１００万円以

下、１人増えるごとに４０万円を加えて

いった金額を下回る金額という形で収入の

目安になります。 

 そうしまして、それ以降の、住民税非課

税世帯という部分の取扱いの部分について

なのですが、こちらにつきましては各家庭

の収入がございますが、その収入に一律幾

らであれば非課税ということにはならない

状況でございまして、おのおのの扶養の状

況であったり、障がいをお持ちの方であれ

ばそういった部分の控除だとか、そういっ

たものが加味されて住民税の算定になりま

すので、そういった状況の中で、非課税世

帯というものが判断されるということで、

金額で一律幾らであれば住民税非課税であ

るということは申し上げることができない

ということで、御了承いただければなとい

うふうに思っております。 

 ちなみに、臨時特別給付金、先ほど御質

問のありました臨時特別給付金につきまし

て目安としましては、単身または扶養親族

がいない方については非課税相当所得限度

額としましては３８万円、配偶者１名扶養

している場合については８３万円、配偶

者、扶養親族２名を扶養している場合は１

１０万円等ということに一応なっておりま

すが、先ほど言いましたように、収入の部

分でいきますと一律幾ら以下であれば非課

税になるということは、ちょっと申し上げ

られないということになりますので、御理

解いただければと思います。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） 田利委員。 

○５番（田利正文君） すみません。す

ぐ、はい分かりましたと理解できないので

すけれども、例えばここに書いてある１８

３世帯と区分して人数載ってますよね。そ

こだったら大ざっぱに言って幾らの年収の

世帯なのですかというふうに分かるので

しょうか。 

 それから、６４世帯であれば幾らなの

か、その下の８５１世帯だったら幾らだっ

たですよということが数字では出るので

しょうか。 

 それから、次の９４１世帯については幾

らですよというのが分かればと思うのです

けれども。 

○委員長（多治見亮一君） 森岡福祉課

長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 先ほども申しましたが、この世帯の中の

おのおのの方々の収入、それぞれ違いま

す。条件も違いますので、その方々が幾ら

ですという部分が、幾らの方が何名ですと

いうことはちょっと申し上げることができ

ません。今資料がございませんし、それを

することもちょっと難しい状況でございま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） 田利委員。 

○５番（田利正文君） すみませんね、理

解ができなくて。 

 ここに１８３世帯と出てます。この１８

３世帯と選んだ１８３というのは、トータ

ルで幾らというのは分からないのですね。

ここに選び出された１８３世帯というの

は、理由があって選ばれたわけですよね。

全部計算してこうなったと……。 

○委員長（多治見亮一君） 暫時休憩とし

ます。 

午前１０時４９分 休憩 
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午前１０時５０分 再開 

○委員長（多治見亮一君） 休憩を閉じ、

委員会を再開します。 

 丸山副町長。 

○副町長（丸山晃徳君） まず認識のとこ

ろでの相違があるかどうかというところで

確認のお話をさせていただくのですが、最

初の灯油価格高騰の部分の冬の生活支援対

策事業につきましては、先ほども福祉課長

言われたように、一人世帯だったら１００

万円、２人世帯１４０万円、３人世帯１８

０万円、４人世帯２２０万円。この収入額

以下の方は福祉課に申請に来てくださいと

いう形で、それぞれ私はこの金額以内、私

の世帯この金額以内だよということを申請

をしていただく形になります。その１年間

の収入の証明をいただいて、それ以下だっ

たということで、結果として今回でいえば

１８３世帯が該当になったというところ

で、それを申告していただいたのを、書類

は残ってますので、分析しようとすれば時

間かければそれはその申告のものは分かり

ます。 

 ほかの部分では、住民税世帯課税非課税

なりという部分では、税の申告のほうです

ので、例えば３００万円の収入はあるけれ

どもいろいろな控除があって、お子さんが

いっぱいいたり、保険でいっぱいかけてい

たりで、税金かからないという税情報に基

づいたもので、町として該当する世帯は福

祉課としての対象者をリストアップして、

その方に最近のやつでプッシュ方式といい

まして、多分皆さんその給付金の対象にな

るでしょうから申請してくださいというよ

うな形で、申請していただくという形にな

りますので、全て基本的にはこれら給付金

というのは申告主義になってまして、それ

を町が、この基準だからこの人が対象にな

るとかというような押さえではないという

ことです。 

 ちなみに、参考としまして、世帯非課税

の場合、先ほど福祉課長が所得として例え

ば一人世帯だったら３８万円と言ったので

すけれども、収入の目安として言えば一人

世帯でしたら９３万円、２人でしたら１３

８万円とかという感じで、ほぼ冬の生活支

援の１００万円とかとほぼ同じような収入

の基準になります。 

 先ほど設問のあった、ランク分けされて

この世帯の収入基準だからこの給付金が当

たるとか、これだから当たるとかというの

は、特にダブる部分もありますし、収入は

多いけれども控除が多いから世帯非課税に

なって当たるとかという形で、収入が目安

にならない部分もあるというところで御理

解いただければと思います。 

 それらの質問について、分析しようとす

れば、それなりには分析できるのですけれ

ども、非常に税の情報ですとか世帯の情報

ですとか控除とかで、なかなか一律な答え

ができないというところで御理解いただけ

ればと思います。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） 田利委員。 

○５番（田利正文君） 分かりました。 

 私は単純にここに数字が載ってますか

ら、何世帯、何世帯と。その何世帯と載っ

ているやつの平均の収入が分かるのかな

と。出た結果として、細かい経過でいろい

ろなことがあったとして、それは別、入れ

なくて、結果として１８３世帯出てるのだ

から、その１８３世帯の全体の平均年収は

幾らなのかと分かるのかなと思ったもので

すから、それを聞きたかったのです。分か

りました。すみません。 

 次に移ってもいいでしょうか。 

○委員長（多治見亮一君） はい、田利委

員。 

○５番（田利正文君） 成果表の２５ペー

ジ、同じく社会福祉総務費ですけれども、

福祉ホーム入居者数１０名とあるところで

すけれども、これの入居する場合の本人は

お金がかかるのかということが一つと、あ

と相談件数が５６６件来てます。相談する
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場合に相談料がいるのかというのと、相談

の町内外の比率などということが分かるで

しょうか。知りたいのですけれども。 

○委員長（多治見亮一君） 答弁、森岡福

祉課長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 福祉ホームの入居者の利用については、

部屋の利用料については個人負担という形

になります。 

 相談料については無料になっておりま

す。 

 また、相談のされる方は町内の方が相談

をされているという形になっております。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） 田利委員。 

○５番（田利正文君） 続けてさせてもら

います。 

 ３０ページですけれども、地域支援事業

費のところです。成果表の３０ページで

す。 

 日常生活支援業務とあります。これに参

加されている働いている人ですね、何人い

らっしゃるのか。 

 それから、その支援を受けられている人

は何人いるのか。これ延べで４５６名と書

かれてますけれども、何人いらっしゃるの

か、それをちょっと知りたいのですけれど

も。 

○委員長（多治見亮一君） 答弁、森岡福

祉課長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 日常生活支援業務の支援をされる方につ

いては、今現在１名の方が支援に入ってお

られます。利用されている方につきまして

は、令和４年度末の人数でございますが、

９名でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） 田利委員。 

○５番（田利正文君） 続けてやらせても

らいます。 

 決算書の１０ページ、不納欠損額４２万

５,３００円とあるのですが、監査意見書の

中に、１０ページと１１ページ、ちょっと

理解できなくてお聞きしたいのですけれど

も、１０ページのところには不納欠損額４

２万５,３００円は固定資産税１名ですとい

うふうになってます。１１ページの右側の

表がありまして、４２万５,３００円の件数

で２３件となってますね。１人と２３件と

どんなふうにかぶるのかなと、それを

ちょっと説明いただきたいのと、もう一つ

は、どんな状況で不納欠損が起きたのか、

もし話せる範囲でさらっとで結構ですけれ

ども、お願いできたらと思います。 

○委員長（多治見亮一君） ただいまのと

ころ、決算審査意見書１１ページですね。 

○５番（田利正文君） はい。 

○委員長（多治見亮一君） 意見書１１、

皆さんお開きください。 

 答弁、金澤住民課長。 

○住民課長（金澤眞澄君） 不納欠損額４

２万５,３００円、固定資産税１名となって

いますが、この１名の方の滞納繰越しが平

成２５年から令和元年度までの間の滞納額

となってます。平成２５年が２件、２６年

が４件、２７年が１件、２８年が４件、２

９年が４件、３０年が４件、元年度が４

件、計２３件となります。 

 不納欠損になった経緯ですけれども、過

年度の滞納ですけれども、この間資力調査

等を行っていましたけれども、滞納額を返

せる見込みがないということで、不納欠損

に至っております。 

 以上です。 

○委員長（多治見亮一君） よろしいです

か。 

 田利委員。 

○５番（田利正文君） もう１件、別でい

いですか。 

 国民健康保険病院会計の決算書の６ペー

ジ、同じく決算審査意見書の７ページなの

ですが、決算書の下段のほうに未収金とあ
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ります、７,３０７万５,００２円。意見書

のほうの７ページのところに、１１年前か

らずっと未収金があって、合計３６件で１

９４万９,６１３円とあります。年度末のは

最終的には４４０万３,８４８円というふう

にあるのですが、お聞きしたいのは、この

１１年前からある未収金、これは収納でき

るのかということが一つなのですけれど

も。 

 それから、なぜこんなふうに１１年前か

ら残っているのかと、もし分かるのであれ

ばお聞きしたいと思います。 

○委員長（多治見亮一君） 答弁、川島病

院事務長。 

○国民健康保険病院事務長（川島英明君） 

お答えさせていただきます。 

 １１年前からというお話でしたが、中身

あまり詳しい詳細は申し上げられないので

すが、１名の方が御家族の方が亡くなられ

て、その方が入院していた分ということ

で、その亡くなった方の息子さんが今お支

払いいただいているということで、不納欠

損の対象になるのですが、毎回督促状を送

らせていただいて、その方との接点があり

まして、今も継続してお支払いをしていた

だいているという、額がちょっと大きな額

は持っているのですけれども、１回のお支

払いの額はちょっと少ないのではあります

が、継続してお支払いしていただいている

ということで、そのまま残っているという

形になります。 

 以上です。 

○委員長（多治見亮一君） 田利委員。 

○５番（田利正文君） これは最終的には

ずっと払っていただけるというふうに読ん

でるということですね。 

○委員長（多治見亮一君） 川島病院事務

長。 

○国民健康保険病院事務長（川島英明君） 

この方とは毎月顔を合わせる機会がござい

ますので、担当のほうでその都度お願いを

して、ちょっと毎月確実にという形ではな

いのですが、お支払いはしていただいてい

るということで、お支払いをしていただく

意思があるということでございますので、

今後も引き続き督促等をかけていきたいと

思っております。 

 以上です。 

○委員長（多治見亮一君） よろしいです

か。 

 ほかにありませんか。 

 進藤委員。 

○１０番（進藤晴子君） すみません、今

病院事務長から田利委員に対して答弁あり

ましたけれども、少しそこに一つ御質問さ

せていただきます。 

 患者様からお金がいただけなくて、後で

督促状とか出す場合は、うちなどの場合は

多分昔は３年、今は少し延びて５年という

ふうに私は聞いております。それ以上はも

う督促状は出せないというふうに聞いてま

すが、入院に関しては、病院に関しては違

うのでしょうか。 

○委員長（多治見亮一君） 川島病院事務

長。 

○国民健康保険病院事務長（川島英明君） 

お答えさせていただきます。 

 確かに今民法改正がありまして、不納欠

損の消滅が３年から５年ということに変

わっております。ただ、このケースについ

ては、御本人がお支払いする意思があると

いうことで、そういったことでございます

ので、お支払いをしていただいているとい

うことになります。 

 以上です。 

○委員長（多治見亮一君） ほかにありま

せんか。 

 榊原委員。 

○３番（榊原深雪君） 決算書の４３ペー

ジ、２款の１項１５目のところでお聞きい

たします。 

 行政管理情報管理費についてお伺いいた

します。 

 足寄町では、公式ＬＩＮＥのアカウント
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数は今現在幾らになっていますか、お聞き

します。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課

長。 

○総務課長（保多紀江君） 足寄町の公式

ＬＩＮＥなのですけれども、９月現在で友

達登録が２,０２８というふうになっており

ます。 

○委員長（多治見亮一君） 榊原委員。 

○３番（榊原深雪君） 本来でしたら、今

までの推移もお聞きしたかったのですけれ

ども、資料がないということで、今現在の

公式ＬＩＮＥアカウントをお聞きしたとこ

ろなのですけれども、足寄町のホームペー

ジをパソコンで開きましたときに、いきな

りこういうのが出てきたのですね。ウェブ

アクセシビリティというのが出てきたので

す。それは何のためということを見たら、

障がいの有無や年齢にかかわらず誰にとっ

ても分かりやすく、利用しやすいユニバー

サルデザインに配慮したページを作成する

ことを基本とし、アクセシビリティーの維

持向上に努めていますと、足寄町のホーム

ページでは書かれておりました。 

 ここのところで私は思ったのですけれど

も、対象者がホームページ開こうと思った

ときに、パソコンですからあれなのですけ

れども、障がいや年齢の有無を問わずとい

うことでしたら、受け止め方が、この人た

ちを対象にもし広くされているのであれ

ば、発信者側はもう少し文言を分かりやす

くあれしたほうがいいと思うのですよね。

それで、足寄町のホームページも数年前よ

りは大分見やすくなって、情報伝達力も優

れているなとは感じているところなのです

けれども、今アカウント数が２,０２８とい

うことでお聞きしてますけれども、高齢者

もやはりＬＩＮＥも結構使うようになりま

して、情報伝達力が優れていると思いま

す。 

 それで、今このホームページ、パソコン

で開いたときにこういう調子だったら、な

かなか皆さんが利用したり閲覧しないので

はないかな、難しいのではないかなという

と思うのですよね。それで、書かれている

ことは、もう向上に努めていますと、足寄

町は、このウェブアクセシビリティという

のを一生懸命やっていますということを大

きい文字で書かれているのですよね。これ

をすることによって、どのような効果を望

んでいるのかどうかということをお聞きし

ます。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課

長。 

○総務課長（保多紀江君） 今おっしゃっ

たアクセシビリティーの向上の関係なので

すけれども、数年前からホームページの作

成とかはそのような形に移行してきて、見

やすいとか使いやすいということを目指す

ということになっておりまして、本町でも

それでやっているのですけれども、今現在

町としては、例えば文字を大きくすると

か、見やすくするとか、分類別にして分か

りやすくするとか、そのようなことには努

めているところではございますけれども、

高齢の方が使いづらいとか、そういうこと

もあるのかなとは思いますので、分かりや

すくするように今後も努めていきたいとは

考えております。 

○委員長（多治見亮一君） 榊原委員。 

○３番（榊原深雪君） このページの最後

に、お求めの情報は十分掲載されていまし

たかというのと、質問のページの構成や内

容、表現は分かりやすかったでしょうかと

いう問いかけが足寄町のほうからあるので

すけれども、この答えがどのように捉えて

おりますか。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課

長。 

○総務課長（保多紀江君） 詳細はちょっ

と申し上げられないのですけれども、やは

り分かりづらいとか探しづらいとか、その

ような御意見をいただいたこともございま

すので、内部ではそこはやはり分かりやす
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くするようにとか、古い情報を更新するよ

うにというようなことで、中では相談はし

ているのですけれども、まだまだ不足して

いるところはあるのかなと思いますので、

いろいろホームページ、ほかの町村も見て

ますと、非常に優れているところもあると

思いますので、参考に今できることは取り

組んでいきたいなというふうに思います。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） 榊原委員。 

○３番（榊原深雪君） 進んでいるホーム

ページの作成に参考としながら、足寄町も

取り組んでいっていただきたいなと思うと

ころですけれども、先ほどＬＩＮＥの公式

アカウントのアカウント数が２,０２０ある

ということで、すごく使いやすいのですよ

ね。私も使っていますけれども、いろいろ

なところに入りやすいし、ごみの収集、ご

みの分別のこと、いろいろなことすぐ見つ

けやすいのですよね。情報伝達が優れてい

るということで、ニーズの高さが感じられ

ると思うのですよね。周りも使っている人

も多くなっていますしね。私も高齢者の一

人として、周りにも勧めていきたいと思い

ますけれども、結構皆さん私の周りでは

使っている方が多いということで、ニーズ

の高さが感じられるところなのですよね。

だからスマホですぐに、パソコンだったら

なかなかスマホに対応していることがない

ですので、少ないので、ホームページがで

すね。住民が必要な情報にすぐたどり着け

るように、見やすさを追求されることを期

待しまして、そして公式アカウントのＬＩ

ＮＥのアカウント数を、来年度に向けて伸

ばしていただくように希望いたしまして、

質問を終わります。 

○委員長（多治見亮一君） 答弁はいいで

すね。 

 保多総務課長。 

○総務課長（保多紀江君） 今、榊原委員

がおっしゃるように、今ＬＩＮＥは結構皆

さん使われている方が多いのかなというふ

うに感じています。今現在のＬＩＮＥは２,

０００人ぐらいの登録で、そこに掲載して

いる情報も広報のことをお知らせしたり、

ワクチンのことだったり、あとごみの収集

のことだったりというのをメニューとして

載せているのですけれども、今後はもう少

しメニューを増やして、この部分が知りた

いのだというようなところに登録をしてい

ただいて、欲しい情報だけを受け取れるよ

うな対応にしていきたいというふうに今の

ところ検討しておりますので、今後何か使

い方が変わった場合には、広報などで周知

をしていきたいというふうに思っておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） ほかにありま

せんか。 

 川上委員。 

○９番（川上修一君） すみません、成果

表１９ページまで戻ってください。 

 地域おこし協力隊の関係なのですけれど

も、企画提案型ということで、令和４年度

二人受入れ実績がございます。それで、本

人の経験やスキルを生かした取組を行うと

いうことで、この企画提案型というのは自

分も記憶はあるので、以前どなたか質問さ

れたのかもしれませんけれども、自分

ちょっと記憶をなくしておりまして、この

企画提案型ということで、この２名の方が

具体的にどんなスキルを生かして、どのよ

うな取組をされたか、その点についてお伺

いします。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課

長。 

○総務課長（保多紀江君） １９ページに

掲載している地域おこし協力隊なのですけ

れども、お二人ですけれども、お一人は映

像関係をされている方で、そういうことで

の仕事をされたいという方と、もう一人は

チーズ作りを今後していきたいという方の

お二人の提案をいただきまして、地域おこ

しとして受入れをしております。 
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 以上です。 

○委員長（多治見亮一君） 川上委員。 

○９番（川上修一君） その映像関係の方

は、令和４年度具体的にどのような取組を

されましたか。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課

長。 

○総務課長（保多紀江君） まず映像関係

の方につきましては、例えばびびっどコラ

ボレーションで、インスタグラムとかそう

いうものを始めておりますけれども、そち

らで映像を流したりとか、そういう映像を

作成されるような実績を残しておられま

す。 

 以上です。 

○委員長（多治見亮一君） 川上委員。 

○９番（川上修一君） ということは、映

像関係の方はずっとびびっどに行きっ放し

ということですか。そういうことではない

のですか。どうなのですかね。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課

長。 

○総務課長（保多紀江君） 現在、在勤

地、在勤場所はびびっどコラボレーション

のほうにいらっしゃいまして、ＹｏｕＴｕ

ｂｅですとか、そういうものも利用して足

寄町の情報を発信していただくというお仕

事をされています。 

○委員長（多治見亮一君） 川上委員。 

○９番（川上修一君） 明るい兆しが見え

ていると解釈してもよろしいでしょうか

ね。さっき自分の質問で、移住体験のこと

の質問をさせてもらったので、そういうＹ

ｏｕＴｕｂｅとか、映像関係されている方

がメディアといいますか、いい映像を流し

てくれたらイメージアップになりますよ

ね。そんな兆しはあると理解していいです

ね。 

○委員長（多治見亮一君） 丸山副町長。 

○副町長（丸山晃徳君） 答弁させていた

だきます。 

 今回映像の関係で来られた方は、東京の

大学の講師で映像関係、映画関係の結構専

門的なことをやられてまして、鹿を狩られ

るハンターの方を追いかけて、自主制作の

映画とかもつくった方なのです。きっかけ

として、鹿のハンターの方の映像を追いか

けたり、あと、放牧酪農で足寄町に来られ

た世帯の方の、足寄町でどういう仕事をし

て足寄町はこんなふうにいいんだというこ

とを、移住者の方々の家族を掘り下げて映

像としてＹｏｕＴｕｂｅでつくってますの

で、びびっどコラボレーションのＹｏｕＴ

ｕｂｅの作品としても１０本弱の映像ござ

いますので、ぜひ見ていただけたら、こう

いうことやっていたんだということが分か

るでしょうし、実際のところ移住関係でび

びっどの受入れの部分でもサポートしまし

て、お試し移住の方の、こういうことでい

ろいろ楽しんだということの追いかけた映

像もございまして、移住政策としてはプラ

スになっているというふうに考えておりま

す。 

 以上であります。 

○委員長（多治見亮一君） 川上委員。 

○９番（川上修一君） それはすばらしい

ことで、ぜひ私も見せていただきたいと思

います。 

 質問を終わります。 

○委員長（多治見亮一君） ほかにありま

せんか。 

 進藤委員。 

○１０番（進藤晴子君） 成果表の６８

ページ、お願いします。 

 教育費の事務局費ですね。事務局管理経

費の真ん中の足寄高校の補助のことなので

すけれども、そこの財源の内訳は入ってる

のですが、ここの説明を少ししていただい

てよろしいでしょうか。 

○委員長（多治見亮一君） 丸山教育次

長。 

○教育次長（丸山一人君） お答えいたし

ます。 

 財源ということで、起債とあとその他の
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３００万円については、ふるさと納税に係

る部分ということでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） 進藤委員。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。

このその他はふるさと納税のお金を使って

らっしゃるということですね。分かりまし

た。 

 起債、地方債なのですけれども、この５

００万円、私のイメージでは、一応借金な

もので、この５００万円という金額をわざ

わざここで借りる必要があるのかどうかと

いうことがちょっと分からなかったのです

けれども、戻りはどのぐらい、戻りと言っ

ていいのでしょうかね、地方債の戻りはど

のくらいあるのか教えていただいてよろし

いですか。 

○委員長（多治見亮一君） 丸山副町長。 

○副町長（丸山晃徳君） 答弁させていた

だきます。 

 この起債は過疎対策事業債のソフト分と

いうもので、普通のハード事業でも令和４

年度でいえば公衆浴場でも過疎対策事業債

で特定財源として使ったのですけれども、

その部分でハード、何か建物を建てるもの

とは別に、過疎地域のソフト的な地域振興

のためのソフト事業にも使ってもいいよと

いうことで、１０年ほど前ぐらいなのです

けれども、過疎地域の市町村がハード事業

ではなくてソフト事業でも使えるような起

債を、過疎債を充実してほしいということ

で、足寄町についても２億円から１億円ぐ

らいの過疎ソフトを借りる権利がございま

して、過疎対策事業債というのは交付税が

７割返ってくるものなのです。１億円借り

たら、１２年間で返すのですけれども、３

年据え置き、その後９年で元利均等で返す

のですけれども、１億円借りたら３年間そ

のまま利子だけ払って、９年間で１億円の

割る９で１,１００万円ぐらいずつ返すの

に、１,１００万円のうちの７割７７０万円

が完全に地方交付税として返ってくるので

す。なので、借りなきゃ損というような形

で、ここで言ったら３００万円借りたら２

１０万円交付税で補塡されて実質残る９０

万円しかかからないというところで、限ら

れた毎年２億円弱の部分をそういう地域振

興のためのソフト事業に充当しているとい

うところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） 進藤委員。 

○１０番（進藤晴子君） 大変よく分かり

ました。ありがとうございます。 

 要は足寄町の収支、財政状況がよろしい

からこういう金額を借りられるというふう

に捉えてよろしいでしょうか。 

 よろしくないところは、やはり金額は貸

してもらえないというようなところ、

ちょっと調べたらあったのですけれども、

町や地域によって借りられる金額は変わっ

てくるというふうに捉えていいですか。 

○委員長（多治見亮一君） 丸山副町長。 

○副町長（丸山晃徳君） 答弁させていた

だきます。 

 財政収支の関係でいいますと、今回も御

報告させていただきました、実質公債比

率、それが足寄町の場合２５％を超えると

制限がかかる。借りるときに本当に貸して

いいかということで、道なのか総務省なの

かの許可が要るのですけれども、足寄町の

場合、ちょっと今年上がって１３.４ぐら

い、今回の資料にございますけれども、と

いうことで、２５よりもまだまだ低くて、

足寄町の収入に対するその年に返さなくて

はいけない借金の比率はまだまだ国がいう

ところでいえば、イエローにもなってない

よということなので、足寄町は国の毎年、

例えば過疎債とか辺地債とか、国全体でこ

れだけ貸せるよというところで、町が申請

してその枠の中で借りることができるとい

うことで、今のところは足寄町は健全性は

あるということで制限はないところでござ

います。 

 以上でございます。 



― 15 ― 

○委員長（多治見亮一君） 進藤委員。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。 

 私はもう少し細かくあるのかなと、２５

％というのは出てきたのですよ、調べたと

きに。もう少し細かく分かれているのかな

と思いましたら、２５％の１ラインで悪

い、いいを決めて貸してくださるというこ

とでよろしいですね。分かりました、あり

がとうございます。よく分かりました。 

 では、財源内訳は分かったのですが、足

寄高等学校の振興会補助金と、あとその下

の備品購入補助金ですね。こちらの金額は

毎年一緒の額になっております。この内容

というのは、多分確認されていると思うの

ですけれども、どれにどれだけお金を使っ

たのか。それが、そうであるのでこの金額

が毎年同じ金額というふうに捉えてよろし

いのでしょうか。その内訳を教えてくださ

い。 

○委員長（多治見亮一君） 丸山教育次

長。 

○教育次長（丸山一人君） 足寄高等学校

に行う振興会に対する補助金ですけれど

も、ちょっと毎年同じ額というものではな

いのですが、その内訳につきましては、基

礎額というものとあと学力向上に関する部

分、あと九州大学との連携に係る費用、部

活動支援などに分かれて、毎年その項目ご

とに計上しているということになっており

ます。特に備品につきましては、毎年度金

額が変わってくるということで、以前は備

品費もまとめて振興会という補助金入れた

ときもあるのですけれども、別に計上する

ときもございます。例えば基礎額でいえ

ば、固定の部分でいえば基礎額ということ

で３０万円という内訳となっております。

あとはその年において、高校さんと協議し

ながら決めているという状況でございます

ので、御理解いただきますようお願いいた

します。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） 進藤委員。 

○１０番（進藤晴子君） 毎年高校のほう

と協議しながら決めているということで、

それはどういう会議でどういう方たちが集

まってやられる会議でしょうか。 

○委員長（多治見亮一君） 丸山教育次

長。 

○教育次長（丸山一人君） 私も以前、今

のこの立場になって事務、教育次長になっ

てからはその場には出てないのですけれど

も、基本的には担当と学校長だとか、あと

は足寄高校振興会会長等の役員もございま

すので、そして総会も開かれます。そう

いった中で要望を聞きながら決めていると

いうことでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） 進藤委員。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。 

 この補助金、高校に対する補助金は、足

高の存続のためにこれは欠かせないものだ

というふうに私も受け止めております。町

民もそのように思っていらっしゃる方も、

受け止め方はそれぞれであると思いますの

で、金額だけではなくて、どういったもの

に今年はこのぐらいのお金を出してるよ、

高校に補助したよというのは広報か何かで

出していらっしゃいますか。 

○委員長（多治見亮一君） 丸山教育次

長。 

○教育次長（丸山一人君） 高校振興会に

係る部分につきましては、高校支援に係る

ものについては、例えば学習塾の補助だと

か様々な形で支出しております。そういっ

た中でなるべくＰＲする。先日もカナダ研

修行ってきましたけれども、カナダ研修に

つきましても、議会の場だとかロビー展な

どで周知させていただいているのですが、

この振興会に関する補助については特段は

ないのですが、ただこの中で、足寄高校の

チラシというか、何といいましたかね、そ

ういったＰＲ系のものも印刷する費用もご

ざいますので、ＰＲといえばそういった形

も該当するのかなというふうに思っていま
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す。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） 進藤委員。 

○１０番（進藤晴子君） 大変いいポス

ターですよね。あれは感激します、あれ見

て。 

 その辺のことも、町から補助していると

いうことを町民に分かりやすく、あまり細

かいことではなくてもいいのですけれど

も、機会があるたびにやはり出していった

ほうが、私たちの税金そこに使われていて

よかったよね、足高が残ってよかったよね

と、やはりみんなが思えるような、そうい

う取組、広報、そういうものをしていただ

ければ、お金も生きてくるのではないかと

思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（多治見亮一君） いいですか。 

 ほかにありませんか。 

 二川委員。 

○１２番（二川 靖君） ちょっと戻りま

すけれども、成果表の１７ページです。 

 地域活性化推進事業ということで、いわ

ゆる負担金、補助金、交付金で、住環境・

店舗等整備補助金が１６１件で３,８９７万

４,０００円、それで、そのうち２件に関

わってはカラマツの補助金で１６７万２,０

００円出しているのですけれども、これは

多分上限は決められておるというふうに

思っているのですけれども、例えばこのカ

ラマツ材の使用に係る補助金というのは、

別にそこに含まれてはいるのだろうという

ふうに思っているのですけれども、カラマ

ツ材を使うことによって、若干補助金が上

がるとかということはあるのでしょうか。 

○委員長（多治見亮一君） 保多総務課

長。 

○総務課長（保多紀江君） 改修とか新築

のときの補助金がございますけれども、そ

れにこのカラマツ材の利用促進については

加算するということで、上乗せになって補

助をすることになっております。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） 二川委員。 

○１２番（二川 靖君） 了解しました。 

 例えばカラマツというのはなかなか今貴

重品になってきているので、なかなか値段

も高くなってきている中で、本当に使って

いただけるのはありがたいのかなというふ

うに思ってまして、そこに加算になるとい

うのであれば、これもそういったＰＲ含め

てやっていってほしいというふうに思って

おります。 

 それと、解体費用なのですけれども、１

１件で４５７万９,０００円（工事費等１,

３６２万４,０００円）というふうになって

ますけれども、多分工事費括弧のところ、

個人負担含めてあるのかなというふうに

思ってます。それで、今回この解体費用に

ついては、上限が５０万円ということで、

１１件ということになっているのかなとい

うふうに思ってますけれども、この解体も

今令和４年度もそうなのですけれども、な

かなか解体をしていただけない危険家屋が

まだまだあるのかなというふうに思ってお

りますけれども、多分そういったことでい

えば、なかなかお金がなくて解体できない

といった部分も見受けられるのかなという

ふうに思ってます。 

 それで、ちょっと心配なのは、これも予

算関係でいえばいわゆる決算書なのですけ

れども、実は今年の１０月から法律が変

わって、いわゆるアスベスト問題というの

があって、見積り段階でというか、査定段

階で調査しながらアスベストがあるのかな

いのかと調査をして、解体をしていくとい

うことになってきているのかなというふう

に思ってます。そういったことで、多分壊

すに当たっては、古い家になれば結構アス

ベストというのもあるのかないのかと

ちょっとあるのですけれども、そういった

調査費用がやはり今度町民の負担になって

こざるを得ないということも考えられます

し、解体費用、今農協のＡコープの店舗を
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解体しているわけなのですけれども、あそ

こもアスベストがあるということで、テン

トで囲って今作業を開始しているというこ

となので、そういったことも踏まえて多分

今後以降については実績でいえば、今年度

以降はまた上がっていかざるを得ないのか

なというふうに思ってますので、ちょっと

決算で悪いのですけれども、そういったこ

とも含めて、今後以降の予算編成に向けて

ちょっと考えていかざるを得ないのかなと

いうことがありましたので、そこら辺

ちょっと発言をさせていただきたいなとい

うふうに思ってます。 

○委員長（多治見亮一君） 渡辺町長。 

○町長（渡辺俊一君） 決算ですので、額

としてはこういう１１件で４５７万９,００

０円という決算になってますよということ

でありますが、今後制度が変わってきて、

アスベストの処理も出てきますよと。その

前に解体する前に調査して、アスベストが

本当にないかどうか調査をして、アスベス

トがあるということになると、飛散しない

ようにということで、先ほどお話ありまし

たけれども、囲って、ほかに出ていかない

ようにというようなことで、解体の工事費

自体も額も大きくなってきますし、それか

ら調査の費用もかかるというようなこと

で、今後はそういう解体するにも非常に今

まで以上に経費がかかるという状況になっ

てくるのかなというように思っておりま

す。そういう状況も踏まえて、今後どうし

ていくのかという部分なども今後検討させ

ていただきたいなというように思います。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） 二川委員。 

○１２番（二川 靖君） ちょっと決算で

悪かったのですけれども、ありがとうござ

います。 

 それと、ちょっと引き続きお願いしたい

のですけれども、成果表の４４ページで、

新町のイチゴハウスエネルギーの供給設備

管理経費ということで、これも時々の議会

の中で話題になっている項目なのですけれ

ども、例えばひとつ鉱山保安業務というこ

とで、４年度も途中までですか、釧路のほ

うから来ていたのか、それとも町のほうで

町内の方にということで考えているという

ことで、あのとき答弁あったのかなという

ふうに思ってますけれども、現状ちょっと

４年度どんなになっているのかお聞かせ願

いたいなと思います。 

○委員長（多治見亮一君） 佐々木経済課

長。 

○経済課長（佐々木康仁君） 答弁をさせ

ていただきます。 

 鉱山の保守業務につきましては、鉱山の

保守を担える人材がいないということで、

元釧路コールマインですか、の職員の方に

保安をしてほしいということでお願いをい

たしました。委託が４月１日から１０月１

５日までということになっておりました。

その間に、職員２名担えるようになってお

りまして、今はその職員で対応するように

しております。 

○委員長（多治見亮一君） 二川委員。 

○１２番（二川 靖君） よかったですね

というか、そういったことで２名の方がそ

ういった資格を取って、町の職員ができる

ということで、安心できるのかなというふ

うに思ってますし、年齢的なこともあるの

で、今後以降もそういったことで、そう

いった保安業務ができる方の養成も必要な

のかなというふうに思ってます。 

 それで、ちょっとあれなのですけれど

も、今回イチゴハウスにお金を一般財源

等々から出しているということで、実は去

年、令和４年度かなり電気料が高騰してき

ているということでは、何か厳しい状況は

なかったのかなということで、ちょっとお

伺いしたいなと思います。 

○委員長（多治見亮一君） 佐々木経済課

長。 

○経済課長（佐々木康仁君） お答えをい

たします。 
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 電気代については、実質農協さんのほう

で運営をされておりますので、正直申しま

して、電気代のことでどれぐらいかかった

という資料は私のほうちょっと持っており

ません。ただし、農協さんのほうからも電

気代が厳しいので支援をしてほしいだと

か、そういうようなお話も来ていないとい

うふうに認識しております。 

○委員長（多治見亮一君） 二川委員。 

○１２番（二川 靖君） そういったこと

で来ていないということは、令和４年度は

そういった厳しい状況の中でも安定的な経

営になっているということで受け止めてい

いということでしょうね。 

○委員長（多治見亮一君） 丸山副町長。 

○副町長（丸山晃徳君） 答弁させていた

だきます。 

 佐々木経済課長は７月から来て、過去の

部分でちょっと把握してない部分もあっ

て、ちょっと訂正させていただきます。 

 今回の熱供給施設の電気代はうまくいく

かいかないかというチャレンジの部分も

あったので、まず町が払うことで北電と契

約をしております。必要額は町が払って、

なのですけれども、当然経済行為としての

ＪＡのイチゴですので、それ相応の負担金

はいただくという形で、まず最初試運転の

ときは町が丸抱えだったのですけれども、

大分効率よく熱が供給できるようになって

から、それ相応の、まだ完全に農協で負担

していただいているまでは行ってないので

すけれども、農協にも相応の負担をしてい

ただいて、今後農協で全ての契約をしてい

ただけるような発電なり、あと熱の供給と

いう部分でいえば、ちょっと話がそれるの

ですけれども、お湯はケアハウスからずっ

と引っ張って持ってきて、そこで小規模な

発電施設で発電をすると。お湯自体もまだ

まだ熱としてのエネルギーがあるので、そ

のお湯をビニールハウスの中で熱源として

使うというところで、電気代もかなり抑え

るような形ということで、この３年間、北

海道道立総合研究機構の研究員の方にいろ

いろと試験なり、技術援助していただいて

やっているところでございます。 

 話は戻りまして、電気代は取りあえず契

約としては町が払っていると。相応の部分

で負担金で農協からいただくという形で、

４年度今回終わったのですけれども、それ

は４年度に取り決めた負担割合で農協から

いただきましたので、今後まだまだ農協と

の、もう少し効率がよくなったから電気代

として農協に払っていただきたいという形

はしていくような形になるかと思います。 

 以上でごございます。 

○委員長（多治見亮一君） 二川委員。 

○１２番（二川 靖君） この決算の中で

は、電気代は上がっても町が負担をしてい

る中で、その負担の部分の割合の頑張って

いる部分については、農協のほうからいた

だいているということでなっているという

ことで分かりましたけれども、いずれにし

ても、厳しい状況というのはあるのかなと

いうふうに思ってますし、このことでいえ

ば、農協さんのほうもいろいろ商品開発も

しながら、何か１本７万円だかする白イチ

ゴのワインだとかと頑張っているみたいな

のですけれども、そういったことで、農協

さんも自助努力をしながらやってきている

ということで、令和４年度の成果としては

そういったことで、保守点検含めて、少し

は前進しているということで受け止めてい

ますので、そういったことで発言を終えた

いなというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（多治見亮一君） ほかにありま

すか。 

 髙橋委員。 

○６番（髙橋健一君） 成果表の４５ペー

ジ、お願いします。 

 農林水産業費です。 

 成果表の４５ページの畜産草地管理経費

の中で、酪農家のために牛乳贈答券の配布

と福祉施設等への牛乳配布を行っていま
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す。その中で、この事業で牛乳、乳製品の

消費拡大を図ったと書いてありますが、実

際拡大が図られたのか、効果があったの

か、お尋ねしたい。 

 また、生産者、それから町民、それから

福祉施設の方々ですね、どのような声持た

れているのか分かる範囲でお答えいただき

たいと思います。 

○委員長（多治見亮一君） 佐々木経済課

長。 

○経済課長（佐々木康仁君） 牛乳の消費

拡大対策事業ということで、牛乳贈答券の

配布をまず行っております。一応、贈答券

につきましては３,４００世帯に配布させて

いただきまして、福祉施設等への牛乳の配

布を１２施設で行っております。牛乳の配

布施設につきましては、特別養護老人ホー

ム、むすびれっじ、福祉ホームうらら花

等々行っておりますし、さらにイベント的

には町民スケート大会等でも配布をさせて

いただいているところでございます。 

 スケート大会だとかでも、もらった当然

お子さん等は非常に喜んで、いつも選抜ス

ケート大会があるときには、そこでも配布

をさせていただいておりました。配布をさ

せていただいたときには、すぐ皆さん取り

にくるというようなこともありましたけれ

ども、今選抜スケートがございませんの

で、町民スケートのときに配らせていただ

いて、これも好評はいただいているという

ふうに感じております。 

 ただし、それが町民の消費拡大につな

がったかどうかというのは、ちょっと私ど

もで把握し切れていないというふうに思い

ます。 

○委員長（多治見亮一君） 髙橋委員。 

○６番（髙橋健一君） 試みとして本当に

重要な事業だと思っています。やはり酪農

業というのは、まさに足寄町基幹産業の中

の肝ですので、これからもなくしてはいけ

ない。だからこの酪農業をサステナブルに

するために、やはり町も努力しなければい

けない。やはり同じような施策をこの決算

を踏まえて、今後この事業続けていかれる

のかどうか、ちょっとお尋ねしたい。 

○委員長（多治見亮一君） 佐々木経済課

長。 

○経済課長（佐々木康仁君） 令和５年度

の部分につきましては、当然要望も含めま

してまた検討をして、今後についても検討

はしていくことになるというふうに思って

おります。 

○委員長（多治見亮一君） 髙橋委員。 

○６番（髙橋健一君） どうぞよろしくお

願いします。 

 私の質問を終わります。 

○委員長（多治見亮一君） ほかにありま

せんか。 

 木村委員。 

○７番（木村明雄君） ここでちょっとお

尋ねをしたいと思います。 

 これはケアハウスのことについてなので

すけれども……。 

○委員長（多治見亮一君） すみません、

何ページですか。 

○７番（木村明雄君） 申し訳ございませ

ん。決算書で６３ページ、そして成果表で

２８ページです。 

 昨年８００万円計上している。そしてま

た今年も８００万円という形の中で計上し

ている。そんな中でこれから……、まず現

状についてから先にお伺いをしたいと思い

ます。 

○委員長（多治見亮一君） 森岡福祉課

長。 

○福祉課長（森岡彰寿君） お答えいたし

ます。 

 軽費老人ホームの経営安定支援の事業の

関係でございます。こちらにつきまして

は、軽費老人ホームの使用料につきまして

は、道の条例、国の基準等で決められてお

りまして、以前から御説明させていただい

ておりますが、利用料、施設の独自では定

めて徴収ができないという状況の中、安価
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な利用料で御利用いただいている中、経営

を安定させるために町のほうから補助をさ

せていただいているという状況でございま

す。 

 施設におきましても、本年度末におきま

しては、定員７０名のところを若干ちょっ

と出入りがあったので、年度末のときに６

３名の利用でございましたが、今現在６６

名ということで、定員になるべく近いよう

な状況で利用をしていただいている状況で

ございます。 

 この間、電気料の高騰だとかそういった

部分もありまして、定額の使用料について

は、先ほど申しましたように独自に算定で

きない部分がございますが、事業所のほう

で必要経費の部分等の見直しだとかという

部分、あと、実際の経営上のコストの部分

も、いろいろ検討いただいていながら経営

をされているというふうに把握していると

ころでございますので、御理解いただけれ

ばと思います。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） 木村委員。 

○７番（木村明雄君） そこで、これいつ

頃からだんだん厳しくなってきていたの

か。そしてまたこれから先、これについて

はまず電気料が上がっている。それから燃

料も上がっている。そしてまた人件費も上

がっているということを考えますと、この

８００万円がもっと大きくなる可能性があ

るのではないかなという気がするわけだけ

れども、その辺についてお伺いをしたいと

思います。 

○委員長（多治見亮一君） 丸山副町長。 

○副町長（丸山晃徳君） 答弁させていた

だきます。 

 経営がかなり厳しくなったのはやはり人

件費の部分で、かなり人を確保するために

難しいというところで、五、六年ぐらい前

からも積立金も、引当金ですとかもある程

度、数千万円もないな、何千万円の下のほ

うの金額はまだあったのですけれども、そ

れをどんどんどんどんそれを取り崩した

り、自助努力で施設の改修も銀行から借り

ながら、５年ぐらい前だったらまだ若干の

黒字があったので、その部分で改修をしな

がらというところで、苦しい台所事情であ

りながらもやっていただいていたところな

のですけれども、先ほど福祉課長も言われ

ましたように、収入が家賃収入相当分がい

ただけないというところで、その構造とい

うのは前御説明しましたか。建てたときの

当時が自己資金がなくて、国の補助ですと

か町の補助金で建てたもので、社会福祉法

人独自の資金をあてがって建てたものでは

ないので、全く自己資金ゼロでやったとこ

ろでは、その分の収入を新たに建てるのに

更新するときに、入居者からもらうことが

できないという仕組みになっているという

ところで、そこでかなり収支が厳しいとこ

ろです。 

 今、人件費もそうですし、建ってから二

十数年たってるのですかね。設備もかなり

古くなってきまして、外も中も改修の時期

をそろそろ迎えるところで、その資金につ

いてのめどが全くたっていないというよう

なことを、社会福祉法人のほうからお話を

いただいてます。 

 このケアハウス、本当に足寄町として介

護が必要ではない方の施設としてつくられ

たものなのですけれども、本当に居心地が

よくてずっとずっと皆さんお世話されてお

食事もいいということで、今要介護、ある

程度のランクがつくような方もそこで住ま

われているというような、本当に足寄町と

しては非常に、そこに皆さんが集まって少

ないスタッフの中でやっていただいている

という、非常に足寄町になくてはならない

施設というところでございますので、今後

の足寄町がそれを知らないよと、金なく

なったから知らないよということにはなら

ないと思いますので、今後社会福祉法人の

考えをより細かくお聞きして、町としてど

のようなお手伝い、支援ができるかという
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のを町側、そして議会の皆様と御相談しな

がらやっていかなくてはいけない時期に来

ていると考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） 木村委員。 

○７番（木村明雄君）  これは決まりが

あって、家賃分はもらえませんよという形

で、これから先もそういう形の中で進むと

いうことになれば、これはやはりいつかそ

のうちにとどのつまりが来るということに

なりかねないのではないかと、私は思うわ

けなのだけれども、そこでこれ何とか内

面、内容的に変えていくことが必要ではな

いのかなという気がするわけなのだけれど

も、その辺についてちょっとお伺いしたい

と思います。 

○委員長（多治見亮一君） 渡辺町長。 

○町長（渡辺俊一君） 今回決算審査です

ので、今までの中身ということ、令和４年

度の決算ということでありまして、８００

万円ということで補助をさせているという

ような形になっています。 

 今、お話しして、今後の部分ですね、副

町長のほうからも、それから福祉課長から

もお話ししておりますけれども、財政的に

は非常に厳しい状況というのは間違いない

のかなというように思っています。そう

いった意味でいくと、施設も老朽化し、２

０年以上も経過してきてますので、大規模

改修をしなければならないだとか、それぞ

れいろいろなエレベーターだとか、いろい

ろと直さなければならないものがこれから

出てくるはずなのです。そういったところ

に、では資金が法人として出せるかという

と、かなり厳しい状況という、多分法人だ

けではなかなか厳しいなという状況です。

大規模改修だとか、そういったものにも国

の補助金だとか、そういったものが使えれ

ばいいのですが、聞くところによると、大

規模改修だとかにも軽費老人ホームについ

ては補助金がないというようなことなど

も、なくなったということみたいなのです

けれども、そういうことで非常に今後国だ

とかそういったところ、国や道だとかそう

いうところの補助金だとかというのもなか

なか当てにできない状況ということですの

で、今後も非常に厳しい、施設自体も、そ

れから運営自体も、先ほど話がありました

ように運営自体もやはりかなり厳しくなっ

てきたのかなというように思っています。 

 そのあたりについては、当然法人のほう

もこれは法人の話ですから、町の施設では

ないので法人がやはり一番には考えなけれ

ばならない話ですので、そこも考えてい

らっしゃるというようには思っています

が、いろいろと法人の方だとかとも相談し

ながら、今後の部分については相談しなが

らやっていかなければならないのかなとい

うように考えているところであります。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） 木村委員。 

○７番（木村明雄君） 今回はこれ決算と

いうことで、これ以上は追求するべきでは

ないなと、私そんなことを思いました。 

 そこで、これから先に向けては大きな課

題になろうかと思うところであります。何

だかんだ言っても、老人難民をつくっては

ならないということは、これ確かなことだ

と思うので、その辺をこれから先皆さんで

これはやはり考えていかなければならない

なと、そんなふうに思ってるところであり

ます。 

 以上、終わります。 

○委員長（多治見亮一君） 暫時休憩とし

ます。 

 昼食のため、１時まで休憩といたしま

す。 

午前１１時５２分 休憩 

午後 １時００分 再開 

○委員長（多治見亮一君） 休憩を閉じ、

委員会を再開します。 

 質疑はありませんか。 

 川上委員。 

○９番（川上修一君） すみません。成果
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報告書の１３ページの基金の関係で質問を

いたします。 

 いろいろと基金の状況等載っているので

すけれども、その中の農業振興基金処分使

用額が８５５万円とあります。これはどの

ように使われたか、まずお聞きいたしま

す。 

○委員長（多治見亮一君） 佐々木経済課

長。 

○経済課長（佐々木康仁君） お答えをい

たします。 

 令和４年度の基金取崩分の８５５万円に

つきましては、農業担い手育成支援事業の

資金支援に使わせていただいております。 

○委員長（多治見亮一君） 二川委員。 

○９番（川上修一君） 多分そうだと思っ

ていたのですけれども……、いいです、い

いです。大して名前変わりませんから。 

 実は決算の場でちょっとふさわしくない

質問かもしれませんけれども、私が議員に

なってからこの農業振興基金、結構減って

きているのですね。それで、この先を考え

たときに、基幹産業の農業の振興基金がも

う足りないというのはちょっと不安だなと

感じてますので、こうした場合に積み立て

る場合は財源は一体どこから来るのかとい

うことをちょっと教えていただきたいと思

うのですけれども、よろしいでしょうか。

ふさわしくないですか、決算では。それで

お聞きすればそれで質問終わりますから。

積み立てる場合は財源はどこから来るのか

なということだけお聞きしたいです。 

○委員長（多治見亮一君） 佐々木経済課

長。 

○経済課長（佐々木康仁君） 平成４年か

ら平成８年まで、農協さんと、ＪＡ足寄さ

んと足寄町で最初積み立てた額がそのまま

農業振興基金として残っていると。その

後、改めて積み立てているということがな

いということであります。ですから、川上

委員、御指摘のとおり、基本的には減って

いくと。使えば減っていくということにな

ろうかと思います。 

○委員長（多治見亮一君） 川上委員。 

○９番（川上修一君） 積立ての状況等は

理解したし、これから新規就農がまた継続

して入ってきてくれれば、恐らくこの基金

が使われていくのかなと。それにしまして

ももう残り４,０００万円ちょっとでありま

す。この先を考えると、ちょっと心配な部

分がありますので、ぜひこの基金の積み増

しというか、そういったことも今後考えて

いただきたいなと思います。 

 ちょっとそのことについて軽くお答えを

いただければ。 

○委員長（多治見亮一君） 渡辺町長。 

○町長（渡辺俊一君） 今経済課長からお

話ししましたように、当初この農業振興基

金、農協と町とで積立てをしてきていま

す。ちょっと今記憶にないのですけれど

も、積み立てたときにはこういうことでと

いうことで、たしかお金を農業振興基金と

いうことで積立てをしてきたのだというよ

うに思っています。その後、たしか２億円

ぐらいの金額が積み立てられたのかなとい

うように思ってますけれども、その後新規

就農ですとか、そういう担い手対策という

ような形で基金をずっと使ってきたという

ことであります。積み立てないでそのまま

使ってきてますので、当然のことながら金

額がだんだん減ってきているということ

で、現状でいきますと、残りがだんだん

減ってきていまして、令和４年度末では４,

３００万円ぐらいの基金が残っているとい

うような形になっています。 

 毎年毎年、新規就農の方の支援だとかそ

ういったことをしてきてますので、一定の

金額が処分、使用されているということで

ありますので、あと何年かするとやはりこ

の基金自体が底をつくというのかな、だん

だん残高としてはなくなっていくという形

になっていきます。この後基金がなくなっ

たら、では新規就農ですとか農業担い手対

策をやらないのかということになると、そ
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うはならないというように思っていますの

で、そのときに基金をまたさらに積み立て

るという形にしながら、財源を確保してい

くのか、もしくは一般財源の中で、毎年毎

年の一般財源の中で財源を確保していくの

か、そういったところは今後の検討課題に

なってくるのかなというように思っている

ところであります。 

 以上でございます。 

○委員長（多治見亮一君） 川上委員。 

○９番（川上修一君） 町長の答弁でよく

分かりました。 

 いずれにせよ、担い手対策大切だと思い

ますので、こういったことも含めながら、

できれば何かいい財源ができたときには、

また農協とか相談しながら積増しができた

らいいかなと思っております。 

 以上で質問を終わります。 

○委員長（多治見亮一君） ほかにありま

せんか。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） なければ、こ

れをもって質疑を終了いたします。 

 これより各部会を開催し、意見の取りま

とめをお願いいたします。 

 なお、部会の後、正副議長室において部

会長会議を行い、意見調整を行います。 

 暫時休憩いたします。 

午後 １時０７分 休憩 

午後 １時１２分 再開 

○委員長（多治見亮一君） 休憩を閉じ、

委員会を再開します。 

 先ほど開催されました正副委員長・部会

長会議におきまして、各部会長から審査意

見は特にない旨、委員長に報告がありまし

た。 

 これから、総務産業部会に対する質疑を

行います。 

 質疑はありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 次に、文教厚

生部会に対する質疑を行います。 

 質疑はありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） これをもっ

て、部会長に対する質疑を終結します。 

 これより、議案第６８号令和４年度足寄

町上水道事業会計剰余金の処分及び決算認

定についての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 次に、賛成討

論の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） これをもっ

て、討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第６８号令和４年度足寄町上水道事

業会計剰余金の処分及び決算認定について

の件は、原案のとおり可決及び認定するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○委員長（多治見亮一君） 全員の起立で

す。 

 よって、議案第６８号令和４年度足寄町

上水道事業会計剰余金の処分及び決算認定

についての件は、原案のとおり可決及び認

定することに決しました。 

 これより、議案第６９号令和４年度足寄

町国民健康保険病院事業会計決算認定につ

いての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 次に、賛成討

論の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） これをもっ

て、討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第６９号令和４年度足寄町国民健康

保険病院事業会計決算認定についての件

は、認定することに賛成の方は起立願いま
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す。 

（賛成者起立） 

○委員長（多治見亮一君） 全員起立で

す。 

 よって、議案第６９号令和４年度足寄町

国民健康保険病院事業会計決算認定につい

ての件は、認定することに決しました。 

 これより、議案第７０号令和４年度足寄

町一般会計歳入歳出決算認定についての件

の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 次に、賛成討

論の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） これをもっ

て、討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第７０号令和４年度足寄町一般会計

歳入歳出決算認定についての件は、認定す

ることに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○委員長（多治見亮一君） 全員起立で

す。 

 よって、議案第７０号令和４年度足寄町

一般会計歳入歳出決算認定についての件

は、認定することに決しました。 

 これより、議案第７１号令和４年度足寄

町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

認定についての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 次に、賛成討

論の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） これをもっ

て、討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第７１号令和４年度足寄町国民健康

保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい

ての件は、認定することに賛成の方は起立

願います。 

（賛成者起立） 

○委員長（多治見亮一君） 全員起立で

す。 

 よって、議案第７１号令和４年度足寄町

国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認

定についての件は、認定することに決しま

した。 

 これより、議案第７２号令和４年度足寄

町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定につ

いての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 次に、賛成討

論の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） これをもっ

て、討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第７２号令和４年度足寄町簡易水道

特別会計歳入歳出決算認定についての件

は、認定することに賛成の方は起立願いま

す。 

（賛成者起立） 

○委員長（多治見亮一君） 全員の起立で

す。 

 よって、議案第７２号令和４年度足寄町

簡易水道特別会計歳入歳出決算認定につい

ての件は、認定することに決しました。 

 これより、議案第７３号令和４年度足寄

町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認

定についての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 次に、賛成討

論の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） これをもっ

て、討論を終わります。 
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 お諮りします。 

 議案第７３号令和４年度足寄町公共下水

道事業特別会計歳入歳出決算認定について

の件は、認定することに賛成の方は起立願

います。 

（賛成者起立） 

○委員長（多治見亮一君） 全員の起立で

す。 

 よって、議案第７３号令和４年度足寄町

公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

についての件は、認定することに決しまし

た。 

 これより、議案第７４号令和４年度足寄

町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 次に、賛成討

論の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） これをもっ

て、討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第７４号令和４年度足寄町介護保険

特別会計歳入歳出決算認定についての件

は、認定することに賛成の方は起立願いま

す。 

（賛成者起立） 

○委員長（多治見亮一君） 全員の起立で

す。 

 よって、議案第７４号令和４年度足寄町

介護保険特別会計歳入歳出決算認定につい

ての件は、認定することに決しました。 

 これより、議案第７５号令和４年度足寄

町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算

認定についての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 次に、賛成討

論の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） これをもっ

て、討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第７５号令和４年度足寄町介護サー

ビス事業特別会計歳入歳出決算認定につい

ての件は、認定することに賛成の方は起立

願います。 

（賛成者起立） 

○委員長（多治見亮一君） 全員の起立で

す。 

 よって、議案第７５号令和４年度足寄町

介護サービス事業特別会計歳入歳出決算認

定についての件は、認定することに決しま

した。 

 これより、議案第７６号令和４年度足寄

町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認

定についての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 次に、賛成討

論の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） これをもっ

て、討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第７６号令和４年度足寄町後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算認定について

の件は、認定することに賛成の方は起立願

います。 

（賛成者起立） 

○委員長（多治見亮一君） 全員の起立で

す。 

 よって、議案第７６号令和４年度足寄町

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

についての件は、認定することに決しまし

た。 

 これより、議案第７７号令和４年度足寄

町資源ごみ処理等事業特別会計歳入歳出決

算認定についての件の討論に入ります。 

 本件に対する反対討論の発言を許しま
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す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 次に、賛成討

論の発言を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） これをもっ

て、討論を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第７７号令和４年度足寄町資源ごみ

処理等事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いての件は、認定することに賛成の方は起

立願います。 

（賛成者起立） 

○委員長（多治見亮一君） 全員の起立で

す。 

 よって、議案第７７号令和４年度足寄町

資源ごみ処理等事業特別会計歳入歳出決算

認定についての件は、認定することに決し

ました。 

 

◎ 閉会の議決 

○委員長（多治見亮一君） これで、本委

員会に付託された案件の審議は全て終了し

ましたので、これをもって本委員会を閉会

したいと思います。 

 御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 異議なしと認

め、本委員会を閉会いたします。 

 なお、委員会報告書の作成については、

正副委員長に御一任願いたいと思います

が、御異議ございますか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（多治見亮一君） 異議なしと認

め、正副委員長により作成いたします。 

 

◎ 閉会宣告 

○委員長（多治見亮一君） これをもちま

して、令和４年度決算審査特別委員会を閉

会いたします。 

 御苦労さまでした。 

午後 １時２５分 閉会 
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      令和４年度足寄町議会決算審査特別委員会会議録       
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